
（公社）建荷協長野県支部

危険（危なさ）の見える化

の進め方
（建荷協長野県支部のリスクアセスメント）

オリエンテーション

（公社）建荷協長野県支部

1

（公社）建荷協長野県支部

危険の見える化（リスクアセ

スメント）の必要性
労働災害の発生状況の変化

–高度成長経済初期・・・死亡事故大幅増加
–昭和47年に労働安全衛生法施行後年々減少

法律、規則等で規制、罰則で担保。遵守主体は「事業
者」

–平成年代に入り１０年以降２０年になる頃から、
死亡者数及び死傷者数は一進一退を続け、停滞
し、減少しなくなった

2

-1-



（公社）建荷協長野県支部 3

（公社）建荷協長野県支部 4

石油コンビナート等特別防災区域内の特定事業所において発生した

平成27年5月29日消防庁発表資料から

↑2000年↑’95年 ↑2011年↑’90年↑’80年

-2-



（公社）建荷協長野県支部

科学技術の急速な進展等による環境の変化
– 技術の急速な進展による多様な機械設備、化学物質など
の使用により、危険性・有害性も多様化

– 「ありうるが起こらない」と考えていた事故が多発し、重大
で破壊力の大きな事故が増加した（システムの巨大・複
雑化、経年劣化、従来のマニュアルが通用しない）

– 類似（過去事例）の災害対策が効果を持たなくなってきた
– 法令に違反はなくても重大災害が発生する等、従来の法
規定の範囲を超えた災害が増加

事例の減少や安全活動のマンネリ化（従来型の災害
も減らない）
– 労働災害が多発した時代を経験し、安全に関する経験や
知識を豊富に有する人が労働現場からいなくなっている

派遣や外注等雇用形態の多様化・複雑化が安全管
理を困難にしている
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（公社）建荷協長野県支部

労働災害に対する国際情勢の変化

– ILO（国際労働機関）は「まともな労働、安全な労

働」の理念を明らかにし、安全な労働の方策とし
て労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS）を
国際的に進めている

–その中心的手法としてリスクアセスメントが位置
付けられている（施設設備の安全化を優先して対
策を講ずることにより潜在的危険性を低減し、重
大災害のリスクを低減させる。）

– リスクアセスメントは、経営組織全体の中で位置
付けて取り組むもの⇒リスクマネジメント
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（公社）建荷協長野県支部

我が国の労働安全衛生法にリスクアセスメントの実施
が義務付けられた（Ｈ17年）
– 労働安全衛生法第28条の2 （事業主の行うべき調査等）
（努力義務）

– 「危険性又は有害性の調査等に関する指針」によりリスク
アセスメントの一般的な進め方を定めている（H18）☞
（11ページ参照）

– 法令規則に明確に違反していなくても安全配慮義務違反
となり、多額の損害賠償になることがある

労働災害の発生は
– 本人はもとより、家族、企業にとっても不幸なこと

事故、災害は、未然防止が重要
– 起こってから処罰や損害賠償ということになるのではなく
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（公社）建荷協長野県支部

事故が発生した時の
企業責任（法的リスク）

刑事上の責任
– 刑法（業務上過失）
– 労働安全衛生法

行政上の責任
– 営業停止、使用停止、改善命令

社会的な責任
– ＣＳＲ（企業の社会的責任）
– コンプライアンス（社会的要請への適応）

補償・賠償の責任
– 労働者災害補償保険法
– 民事損害賠償
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（公社）建荷協長野県支部

労働災害防止の進め方の変化

•法令遵守（法律に違反しなけ
ればよい）

•災害ゼロ（結果オーライ）従来

• リスクアセスメント（危険そのも
のを具体的に見て対策する）

• リスク（危険度）の低減（危険
そのものを小さくする＝プロセ
スを重視）

現在、

これから
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※法令を守らなくていいということではない！

（公社）建荷協長野県支部

建荷協会員事業場の特性

大きなパワー（エネルギー）を有する機械を取り
扱う⇒被害の程度が大きい⇒危険性（リスク）が
高い。

建設荷役車両の整備・点検に当たっては、例え
ば安全装置を外して機械設備の内部に手を入
れる等の非定常作業が多い。
⇒本来優先すべき施設・設備側の安全化による対策が
講じにくい。
⇒手順や作業者の注意、教育、５Ｓ、ＫＹなどの人間
中心主義的な（人間の意識に依存した）対策が重要
になることが多くなる。
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（公社）建荷協長野県支部

建荷協の３段階ステップ

アップ方式
第1ステップ：「５S」・・・危険を見えやすくし、
安全管理の土台を構成する活動として復習

第2ステップ：「KY」・・・危険を的確に捉える力
を身につける基本的活動として復習

第3ステップ：「危険の見える化（リスクアセス
メント）」・・・重篤な災害の予防、施設設備側
の安全化を優先するが、５Ｓ、ＫＹを有力な
ツールとして補いつつ、その他あらゆる手法
を総合してリスク（危なさ）の低減化を図る。
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（公社）建荷協長野県支部

５Ｓ、ＫＹは日本で発達した災害防止の有力な手
法であり、日本の企業組織に広く受け入れられて
きた人間中心主義的な手法である。

建荷協長野県支部で行う危険の見える化（リスク
アセスメント）においては、重篤な災害の予防、施
設設備の安全化を優先しながら、この手法を有力
なツールとして補いつつ、他の手法と総合すること
により、災害を未然に防ぐことを目的とする。
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5S

KY

土台

（危険を見え
やすくする）

危険をとらえる
基本

（不安全状態と
不安全行動か
ら生じる危険を
予知する）

危険有害要因を特定して危
険の度合（リスク）を見積もり、
危険度合いの高いものから
低減対策を講ずる。対策は、
施設設備の安全化を優先す
る。

不安全
状態

不安全
行動

危険の見える化
ＲＡ（リスクアセスメント）
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（公社）建荷協長野県支部

現場の問題は深く潜行し、見えなくなっている

何故見えないか

問題

これで長年やってきたが
大きな事故は起こしたことはない
このままでいいではないか（気持ちいい）
・・取り巻く環境は時事刻々変化している
・・・変わろうとしない（茹ガエルの‘理論’）

汚ねえー
危ねえー
やらねえー
売れねえー
儲からねえー

いま見えている問題は
氷山の一角

☆
☆
☆

・
・
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常温の水からだんだん温
度が上がっていくと気持
ちよくなる。・・・

更に上がり続け、熱いと
気が付いたときには身動
きができなくなっており、
そのまま茹で上がって昇
天する。

外からこの湯に入ると熱く、びっくりして飛び出
す。

（公社）建荷協長野県支部

５S第１ステップ
整理
Seiri

整頓
Seiton

清掃
Seisou

清潔
Seiketsu

しつけ
Shitsuke

明らかに必要なもの以外は“捨てること”

“所在を決めて明示し”誰にでも分かること

整理・整頓の結果を“点検すること”

整理・整頓・清掃を実行し、“汚れない仕組みにする”こと

整理・整頓・清掃・清潔で得られたノウハウを“誰もが守れるよう
習慣化（教育）する”こと
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キーワード
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（公社）建荷協長野県支部

KY（危険予知）第２ステップ
災害は、“不安全状態”と“不安全行動”との複
合によって発生する。

“不安全状態”や“不安全行動”を見つけ出す能
力を高める⇒危険予知訓練（KYT）

頭の中に危険に関する思考回路ができると、次
に起こることが自然に頭の中に湧いてくる⇒自
分で危険に気付き対処するようになる

• ５Ｓの土台ができていると不安全状態が見えや
すく、危険予知は効果的に行われる
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（公社）建荷協長野県支部

危険の見える化
（リスクアセスメント）第３ステップ

職場のどこにどんな危険があるか明らかにし
（危険度、有害度の特定）、

それがどれくらいのレベル（度合）なのか評価す
る。

危なさレベル（度合）の高いものから、施設設備
側の安全化を優先してリスク低減対策を講じ、
措置状況を確認する。

計画的、包括的に継続実施する。（計画→実行
→検証→改善を廻すことにより常に向上）

災害の未然防止に向け、自主的、自律的に展
開する。
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（公社）建荷協長野県支部

危険の見える化（リスクアセスメ

ント）と５Ｓ、ＫＹの関係

危険度、有害度の特定にあたっては、危険な状
態をより見やすくするために５Ｓが役立ち、危険
な状態（行動を含む）を見つけるのにＫＹが役立
つ。

リスク（危険度、有害度）評価の結果に基づき行
われるリスク低減対策は施設設備の安全化が
優先されるが、５ＳとＫＹも残留リスク対策のツー
ルとして効果的に使われる。

全体との関連を生きた状態で把握し、それに
合ったリスク低減対策を継続的に改善・向上さ
せる。
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（公社）建荷協長野県支部

目的と目標を定めよう

• 危険の見える化（リスクアセスメント）の積極
的な推進を通じ、働く人の安全と健康を確保
し、快適な職場環境を実現する。⇒（生産性
の向上、付加価値性の向上）

• 各社の取り組みの現状に応じて実現可能な
目標を定め、それを年々向上するようにする。

• 本来の「安全第一」の目的は人命尊重にある
ことを芯に据えること。
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（公社）建荷協長野県支部

リスクアセスメント（危険の見える化）
３ステップ講習

０ オリエンテーション

–建荷協の危険の見える化（リスクアセスメント）の
進め方

１ ５Ｓの進め方

２ ＫＹの進め方

３ 危険の見える化（リスクアセスメント）の進め
方

３´ 危険の見える化の演習
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（公社）建荷協長野県支部

演習にかかる注意

５Ｓの進め方、ＫＹの進め方にかかる演習はこ
の講習では時間の都合で省略します。

各社必要に応じて本資料の演習資料を活用
して演習を行ったり、各種資料を活用してくださ
い。
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☞ 〔参考資料１〕
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